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１. はじめに 

 本研究では、田園調布協和会地区を通る列車に注目し、

東急東横線・東急目黒線沿いにおける列車 1 本毎の周波数

特性、24 時間の等価騒音レベル(LAeq)、列車 1 本毎の単発

騒音暴露レベル(LAE)の実測と分析を行う。また、その結果

を基に今後の住環境改善計画の立案を行う。 

２. 対象地区の現状 

 図１に急曲線部付

近および実測地点を

示す。地区の中央を

通る線路は多摩川駅

～多摩川橋梁間が急

曲線区間であるため、

列車が急曲線部を通

過する際のきしり音

が問題となっている。また、多摩川駅は住宅地に隣接して

おり、駅内のアナウンスや発車ベルの音も騒音の原因とな

っている。 

３. 騒音周波数実測 

３.１ 実測の概要 

09年12月 4日(金)8:30～9:30、14:00～15:00に騒音周波

数実測を行った。実測の目的は、東急東横線・東急目黒線

上り・下り列車が急曲線部を通過する際に発生させる騒音

の周波数特性や急曲線部からの距離の異なる地点で騒音の

周波数特性に違いが現れるかを明らかにすること、また、

実測結果に基づき東急東横線・東急目黒線上り・下り列車

が急曲線部を通過する際の騒音の周波数特性に適した材料

を用いた遮音対策の計画を立てることである。 

実測は、8:30～9:30にB地点で東急東横線・東急目黒線

上り・下り列車、14:00～15：00 に A・B 地点で東急東横

線・東急目黒線上り列車を対象に列車 1 本が急曲線部を通

過する際の等価騒音レベルを 1/3 オクターブバンド分析を

行い計測した。実測は精密騒音計を使用し、動特性をSlow

にして行った。 

３．２ 実測の結果 

 図２に 09 年 12

月 4 日(金)8:30～

9:30 における騒音

レベルが最大とな

る周波数と列車本

数の割合を示す。

東急東横線・東急

目黒線上り・下り

列車が急曲線部を通過する際の騒音レベルが最大となる周

波数は、上り・下り列車共に 500Hzが最も多い。また、上

り・下り列車共に騒音レベルが最大となる周波数が 1kHz

以上となる列車が数本あった。原因として、列車が急曲線

部を通過する際のきしり音が列車の速度超過や総重量が重

いときに 1kHz以上になると考えられる。 

 図３に 09 年 12

月 4 日(金)14:00～

15:00 における東

急東横線・東急目

黒線上り列車の

1/3 オクターブバ

ンド分析の結果を

示す。この結果は

A・B地点で同時に

計測した列車 1 本

ずつを表したもの

である。これをエ

ネルギー平均の算

出式を用いて、実

測時間内に計測し

たすべての列車の

A 特性補正バンド

レベル値を周波数

毎に計算を行った。

これにより東急東横線・東急目黒線上り列車が発生する騒

音周波数を明確に表すことができる。 

 図４に 09年 12月 4日(金)14:00～15:00における東急東

横線・東急目黒線上り列車の 1/3 オクターブバンド分析の

平均値を示す。東急東横線・東急目黒線上り列車が急曲線

部を通過する際、騒音の周波数特性は A・B 地点で同様の

結果となった。この結果は線路の構造形態と列車の走行速

度が似た条件であるためと考えられる。しかし、B 地点は

A 地点に比べて急曲線部に近いため、A 特性補正バンドレ

ベル高い結果となった。 

４. 24時間騒音実測 

４.１ 実測の概要 

09年 12月15日(火)11:00～16 日(水)11:00にA・C・D

地点において 24 時間連続で 10 分間ごとの等価騒音レベル

の実測を行った。住民との話し合いの結果、住民宅のベラ

ンダと浅間神社社殿付近において実測を行うこととした。

実測には普通騒音計を使用し、実測中の計測器の管理は住

民が行うこととした。 

図１ 急曲線部付近および実測地点 

図２ 09年12月4日(金)8:30～9:30における騒音レ

ベルが最大となる周波数と列車本数の割合 

図４ 09年12月4日(金)14:00～15:00における東

急東横線・東急目黒線上り列車の1/3オクタ

ーブバンド分析の平均値 
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図３ 09年12月4日(金)14:00～15:00における東

急東横線・東急目黒線上り列車の1/3オクタ

ーブバンド分析の結果 

Ａ地点(調査数：24本 )
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４.２ 実測の結果 

 図４に09年 12月15

日 ( 火 )11:00 ～ 16 日

(水)11:00におけるA地

点の10分間ごとの等価

騒音レベルを示す。A地

点では列車運行時間の

等価騒音レベルが50dB

を上回る結果となった。 

 A 地点は他の地点に

比べて駅に近いが、急曲

線部から距離があるた

め、駅前道路の車両交通

や駅のアナウンスによ

る騒音が主であり、急曲

線部から発生する騒音

をあまり受けていない

と考えられる。 

図５に09年12月15日(火)11:00～16日(水)11:00におけ

る C 地点の 10 分間ごとの等価騒音レベルを示す。C 地点

は列車運行時間外の等価騒音レベルが 50dB を大きく上回

っている。これは、C 地点付近の駅前通りの車両交通が多

いため、等価騒音レベルが高くなったと考えられる。 

５. 単発騒音暴露レベル実測 

５．１ 実測の概要 

 09 年 12 月 15 日(火)8:00～10:00、14:00～16:00 に、D

地点において、単発騒音暴露レベル実測を行った。東急東

横線・東急目黒線上り・下り列車が急曲線部を通過する際

の最大騒音レベル、列車の通過時間を計測した。実測は普

通騒音計を使用し、動特性をSlow にして行った。 

５．２ 実測の結果 

 表２に単発騒音暴露

レベル算出の近似式を

示す。実測した最大騒音レベル(LAmax)、列車の通過時間(t)

を用いて、列車1本毎の単発騒音暴露レベル(LAE)を求めた。 

図６に09年 12月15日(火)8:00～10:00、14:00～16: 00

における東急東横線・東急目黒線上り列車の単発騒音暴露

レベルの頻度分布を示す。東急東横線上り列車は 85dB～

89dB、東急目黒線上り列車は82dB～96dBの範囲の単発騒

音暴露レベルを発生させる結果となった。この結果より東

急東横線上り列車よりも東急目黒線上り列車が発生させる

単発騒音暴露レベルの方が高いことがわかった。 

図７に 09 年 12 月 15 日(火)8:00～10:00、14:00～16:00

における東急東横線・東急目黒線下り列車の単発騒音暴露

レベルの頻度分布を示す。東急東横線下り列車は 89dB～

95dB、東急目黒線下り列車は 88dB～95dBの範囲の単発騒

音暴露レベルを発生させる結果となった。この結果より東

急東横線・東急目黒線下り列車が発生させる単発騒音暴露

レベルが高いことがわかった。 

６．改善計画 

実測結果より、地区の騒音は主に列車によるものである

ことがわかった。また、既存の在来鉄道騒音についての指

針や環境基準などは定められていない。しかし、指針や基

準対象外の地区にも必要な騒音対策を行うことが望ましい。

そのため、地区の騒音の現状を把握し、「受容側対策」、「発

生源対策」の2つの視点から改善計画を提案する。 

 受容側対策としては、騒音の周波数実測の結果より、列

車の発生させる騒音周波数が主に 500Hz であるため

500Hz の騒音への透過損失の高い材料を用いた遮音対策を

するのが有効である。約 30dB の透過損失を得ようとする

場合は普通サッシを 2 重にするか気密形のサッシに 5mm

以上のガラスを用いる。また、気密形サッシを 2 重にして

用いれば約40dBの透過損失が期待できる
1)
。 

 発生源対策としては列車車体に摩擦調整材噴射装置、リ

アルタイムに摩擦力を測定する車両走行状態監視装置を設

置することで、急曲線部を通過する際のきしり音を軽減さ

せることができる2)。 

７．懇談会 

 10年 2月6日14:00より、調査結果の報告と対象地区の

騒音改善活動を提案する懇談会を行った。調査結果をまと

めた資料を基に、対象地区の騒音の問題抽出と対策につい

て住民と共に話し合い、地区の騒音環境をどのように改善し

ていくべきか意見交換を行った。話し合いによって、列車の

ダイヤ改正やレールに騒音発生を抑える対策をについて今

後、田園調布協和会と東京急行電鉄が話し合いを行ってい

くこととなった。 

８．まとめ 

 本研究では、田園調布協和会地区を対象に行った実測の

結果より地区の騒音の実態が明らかとなった。また、騒音

周波数実測により、遮音対策をする際に有効な遮音設備を

明確にすることができた。 騒音環境の改善には田園調布協

和会、地区の住民、東京急行電鉄の協力により改善活動を

行っていくことが重要である。協和会は以前から東京急行電

鉄と列車騒音などの住環境に関する話し合いを行っている

ため、今後の騒音改善活動が期待できる。 
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図５ 09年12月15日(火)11:00～16日(水)11:00

における C地点の 10分間ごとの等価騒音

レベル 

図４ 09年12月15日(火)11:00～16日(水)11:00

における A地点の 10 分間ごとの等価騒音

レベル 

LAE ≒ LAmax + 10log10t 

t : 列車の通過時間(秒) 

表２ 単発騒音暴露レベル算出の近似式 

図６ 09年12月15日(火)8:00～10:00、

14:00～16:00 における東急東横

線・東急目黒線上り列車の単発騒

音暴露レベルの頻度分布 

図７ 09 年 12 月 15 日(火)8:00～

10:00、14:00～16:00における東

急東横線・東急目黒線下り列車の

単発騒音暴露レベルの頻度分布 
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